
 

「障害者と自然災害に関するアンケート調査」 

（平成 3１年 3 月） 

 

近年の大雨等による自然災害の凄まじさと被害の甚大さには、測り

知れないものがあります。地震、台風、大雨等の発生は防ぎようがあ

りません。平成３０年の漢字一文字が「災」であったことは、このこ

とを如実に物語っていると思います。 

東日本大震災から７年が経ちました。今、その教訓が活かされてい

るかどうかも含めて日々の生活を振り返りながら、災害への備えを検

証したいと思います。 

自然災害の発生を可能な限り小さくし、障害者の生活を安全・安心

なものとしたいと思い、今年度は「障害者と自然災害」のアンケート

を実施しました。 

 

調査概要 

 調査実施者 （公益社団法人）東京都身体障害者団体連合会 

        東京都障害者社会参加推進センター 

 

 調査協力者 東京都身体障害者団体連合会地区団体及び東京都 

障害者社会参加推進協議会構成団体等４７団体 

 

調査期間  平成３０年１１月２２日～平成３１年１月１５日 

 

調査方法  アンケート用紙を配布・回収 

 

調査結果  アンケート送付数 １４４部 

      アンケート回答数  ８２部（回収率５７．０％） 

 

摘  要  

 自然災害 暴風，豪雨，豪雪，洪水，高潮，地震，津波，噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害のこと。 

 ポイント 各項目の始めにその項目のポイントを載せた。ポイント

で「～割」と示している母数はアンケート回答数の８２人

である。項目によっては人数で示している。  
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平成３０年度障害者実態調査 

「自然災害について考える」 

 

Ⅰ集計の状況 

 

調 査 数 及 び 回 答 数 （ 回 収 率 ）  

 

調 査 数  回 答 数 （ 回 収 率 ）  

１ ４ ４  ８ ２ （ ５ ７ ． ０ ％ ）  

 

 

Ⅱ回答者の属性等 
 

１  性 別 ・ 居 住 地 域 ・ 年 齢  

 

（ ポ イ ン ト ）  

 ①  回 答 者 の 男 女 数 は ほ ぼ 同 数 。  

②  23 区 内 居 住 者 は ２ ３ 区 外 居 住 者 の 倍 。  

③  年 齢 構 成 で は 70 歳 代 が 最 も 多 く 6０ 歳 以 上 が 8 割 弱 を 占 め て い る 。 

 

（ １ ） 性 別                   （ ２ ） 居 住 地 域  

 

 

 

 

（ ３ ） 年 齢    

   

 

 

0 10 20 30 40

81歳以上

71歳～80歳

61歳～70歳

51歳～60歳

41歳～50歳

31歳～４0歳

2１歳～30歳

男 性  ４ ２  

女 性  ４ ０  

 合 計  ８ ２  

23 区 内 23 区 外 合 計  

５ ５  ２ ７  ８ ２  

81 歳 以 上    １ ０  

71 歳 ～ 80 歳    ３ ０  

61 歳 ～ 70 歳    ２ ３  

51 歳 ～ 60 歳    １ ０  

41 歳 ～ 50 歳    ４   

31 歳 ～ ４ 0 歳    ４  

2１ 歳 ～ 30 歳    １  

合    計   ８ ２  
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２  障 害 内 容  

 

（ ポ イ ン ト ）  

 ①  障 害 で は 「 身 体 障 害 」 が ９ 割 を 占 め て い る 。  

 ②  障 害 等 級 で は 2 級 （ 度 ） 以 上 が 約 7 割 を 占 め て い る 。  

 ③  身 体 障 害 で は 肢 体 不 自 由 が 6 割 、 視 覚 障 害 が 2 割 で あ っ た 。  

 

（ １ ） 障 害 に つ い て  

身 体 障 害  知 的 障 害  精 神 障 害 回 答 者  

７ ４  ６  ２  ８ ０ 名 (重 複 ２ 名 )

 

 

（ ２ ） 障 害 等 級  

1 級 (１ 度 ) 2 級 (２ 度 ) 3 級 (3 度 ) 4 級 ～ 6 級 (４ 度 ) 回 答 者  

２ ６  ２ ７  １ ４  １ ３  ８ ０ 名  

 

 

（ ３ ） 身 体 障 害 の 種 類  

肢 体 不 自 由  視 覚  聴 覚
ぼ う こ う  

直 腸 障 害  

そ の

他  
回  答  者  

４ ５  １ ６  ６  １  ７  ７ １ 名 (重 複 ４ 名 )

 （ そ の 他 ： 透 析 ・ 音 声 言 語 機 能 喪 失 ・ 体 幹 機 能  

 

 

（ ４ ） 肢 体 不 自 由 の 方 で 使 用 し て い る 車 い す ・ 補 助 具 に つ い て  

                （ 複 数 回 答 可 ）  

手 動  電 動  補 助 杖 ・ 両 松 葉 等 回 答 者  

１ ３  １ ０  １ ７  ３ ５ 名  
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Ⅲ 自然災害について 
 

１  自 然 災 害 の イ メ ー ジ 等  

 

（ ポ イ ン ト ）  

 ① 「 自 然 災 害 で 思 い 浮 か べ る 」 で は 9 割 が 「 地 震 」、 8 割 が 「 台  

風 」、 次 い で 「 大 雨 ・ 洪 水 ・ 津 波 」 の 順 。  

 ②  実 際 に 被 害 （ 物 損 ） が あ っ た 方 は 1 割 強 で あ っ た 。  

 ③  被 害 （ 物 損 ） は 屋 根 、 畳 、 店 の 機 械 等 が あ る 。  

 

 

（ １ ）「 自 然 災 害 」 と 聞 い て す ぐ に 思 い 浮 か べ る も の  

  （ 複 数 回 答 可 ・ ８ ０ 名 回 答 ）  

地  震  台  風  大  雨  洪  水  津  波  

７ ７  ６ ４  ３ ２  ２ ４  2２  

 

大  雪  土 砂 崩 れ  堤 防 決 壊  液 状 化  そ の 他  

１ １  ７  ６  ６  ２  

 

 

（ ２ ） 今 ま で に 地 震 台 風 等 で 被 害 （ 物 損 ） を 受 け た こ と が あ る  

（ ７ ９ 名 回 答 ）  

被 害 （ 物 損 ） を 受 け た こ と が あ る  １ ３  

被 害 （ 物 損 ） を 受 け た こ と が な い  ６ ６  

 

 

（ ３ ） 被 害 （ 物 損 ） を 受 け た 原 因 と 被 害 内 容  

台  風  屋 根 （ 家 屋 ・ テ ラ ス ）・ 庭 木 ・ 瓦 ・ 床 上 浸 水 ・ 床 下 浸 水  

地  震  部 屋 の も の が 落 下 し 破 損 ・ 家 具 の 倒 壊 破 損 ・ 家 電 の 破 損  

大  雨  店 の 機 械 ・ 床 上 浸 水 ・ 雨 漏 り で 畳  

大  雪  屋 根 （ ガ レ ー ジ ）  
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２  居 住 地 が 自 然 災 害 に あ う 可 能 性 と 安 全 度  

 

（ ポ イ ン ト ）  

①  居 住 地 で 自 然 災 害 に あ う 可 能 性 の あ る の は 、「 地 震・台 風・大 雨 ・ 

洪 水 」の 順 で あ り 、先 の 設 問 の「 自 然 災 害 と 聞 い て す ぐ に 思 い 浮 か  

べ る 」 の 順 と 同 じ で あ る 。  

②  「 津 波 」の 回 答 者 7 名 の う ち 居 住 地 の 海 抜 を 知 っ て い る の は 2 名 。  

③  居 住 地 の 自 然 災 害 に 対 す る 安 全 度 で は 、「 安 全・あ る 程 度 安 全 」が

5 割 で あ っ た 。  

 

 

（ １ ） 居 住 地 域 で の 自 然 災 害 に あ う 可 能 性  

（ 複 数 回 答 可 ・ 回 答 者 ７ ６ 名 ）  

 

 

 

 

 

 

 

（ １ － ２ ）「 津 波 」 の 回 答 者 と 居 住 地 の 海 抜  

                    (回 答 者 ７ 名 ) 

 知 っ て い る  2 

知 ら な い  ４  

無 回 答  １  

 

 

（ ２ ） 居 住 地 域 の 自 然 災 害 に 対 す る 安 全 の 程 度  （ 回 答 者 ７ ８ 名 ）  

安 全  あ る 程 度 安 全  ど ち ら と も 言 え な い  危 険 分 か ら な い

８  ３ ２  ２ ３  ５  １ ０  

 

 

 

 

 

 

 

地 震  ６ ７   大 雪  ９  

台 風  ５ ５  津 波  ７  

大 雨  ４ ２  液 状 化  ５  

洪 水  １ ３  土 砂 崩 れ  ３  

堤 防 決 壊  １ ３  そ の 他  ２  
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３  自 然 災 害 に 対 す る 防 災 訓 練 や 事 前 の 備 え  

 

（ ポ イ ン ト ）  

 ①  地 域 で の 防 災 訓 練 は「 毎 年 ま た は 毎 年 で は な い が 実 施 」が 8 割

は 実 施 し て い る 。  

②  防 災 訓 練 で は 「 参 加 ・ と き ど き 参 加 」 が 5 割 で あ る が 、「 参 加

し て い な い 」 人 数 が 27 人 と 最 も 多 い 。  

③  防 災 グ ッ ズ 等 直 ぐ に 持 ち 出 せ る 物 と し て 、「 懐 中 電 灯・携 帯 ラ ジ

オ ・ 水 （ ペ ッ ト ボ ト ル ）・ 携 帯 電 話 等 ・ タ オ ル 」 が あ る 。  

 ④  防 災 グ ッ ズ の 入 れ 替 え 見 直 を 実 施 し て い る の は 4 割 。  

 ⑤  家 具 の 固 定 等 安 全 対 策 を し て い る 者 は ５ 割 。  

 ⑥  水 ・ 食 料 の 備 蓄 の う ち  

  ・ 水 と 食 料 と も 備 蓄 し て い る     46 名   

・ 水 と 食 料 を 3 日 以 上 備 蓄 し て い る   24 名  

 

 

（ １ ）「 居 住 し て い る 地 域 」で の 防 災 訓 練 の 実 施   （ 回 答 者 ８ １ 名 ）  

１  毎 年 実 施 し て い る  ５ １  

２  毎 年 で は な い が 実 施 し て い る  １ ３  

３  ま っ た く 実 施 し て い な い    ７  

４  分 ら な い    ５   

５  以 前 は 実 施 し て い た が 今 は 実 施 し て い な い   ４    

６  そ の 他    １  

 

 

（ ２ ） 防 災 訓 練 へ の 参 加 状 況          （ 回 答 者 ６ ９ 名 ）  

１  参 加 し て い な い  ２ ７  

２  と き ど き 参 加 し て い る  ２ １  

３  参 加 し て い る  １ ９  

４  そ の 他    ２  

（ 回 答 者 か ら の コ メ ン ト ）  

・ 車 椅 子 障 害 者 で 自 分 以 外 の 参 加 者 は い な い  

  ・ 参 加 し て い る が 障 害 者 へ の 対 応 が で き て い な い  

  ・ 第 一 避 難 所 は 坂 の 上 な の で 自 力 で は 坂 を 登 れ な い  
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（ ３ ）「 防 災 グ ッ ズ と し て す ぐ に 持 ち 出 せ る 」 よ う に し て い る 物  

（ 複 数 回 答 可 ・ 回 答 者 ７ ６ 名 ）  

１  懐 中 電 灯  ５ ７  

２  携 帯 ラ ジ オ （ 情 報 収 集 ）  ４ １  

３  水 （ ペ ッ ト ボ ト ル ）  ４ ０  

４  携 帯 電 話 ・ ス マ ー ト フ ォ ン  ３ ９  

５  タ オ ル ・ 軍 手  ３ ５  

６  常 備 薬 類  ２ ８  

７  雨 合 羽 （ レ イ ン コ ー ト ）・ 衣 類  ２ ３  

８  ス ニ ー カ ー な ど の 靴  ２ ２  

９  ヘ ル メ ッ ト    ９  

10  そ の 他  １ ０  

  （ そ の 他 ： 財 布 ・ 食 料 ）  

 

 

（ ４ ） 防 災 グ ッ ズ の 見 直 し ・ 入 れ 替 え      （ 回 答 者 ７ ６ 名 ）  

１  し て い る  ３ ４  
２ ８  不 定 期  

 ６  数 カ 月 ご と ・ 季 節 ご と  

２  し て い な い  ４ ２   

 

 

（ ５ ） 携 帯 電 話 や ス マ ー ト フ ォ ン を す ぐ 手 に す る こ と が で き る か  

 （ 回 答 者 ７ ４ 名 ）  

１  す ぐ 手 に 持 つ こ と が で き る よ う に 側 に 置 い て い る  ５ ４  

２  す ぐ に 手 に 持 つ よ う に は し て い な い  １ ４  

３  携 帯 電 話 ・ ス マ ー ト フ ォ ン は 持 っ て い な い   6 

 

 

（ ６ ） 自 宅 内 で の 家 具 な ど の 固 定  （ 複 数 回 答 可 ・ 回 答 者 ６ ５ 名 ）   

１  タ ン ス ・ 食 器 戸 棚 ・ 本 箱 ・ テ レ ビ な ど の 固 定  ４ １  

２  消 火 器 の 用 意  ３ ６  

３  窓 ガ ラ ス の 飛 散 防 止 フ ィ ル ム  １ １  

４  何 も し て い な い  １ ０  
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（ ７ ） 復 旧 す る ま で 自 活 で き る よ う に 備 え て い る 水 ・ 食 料 等  

        （ 複 数 回 答 可 ・ 回 答 者 ７ ５ 名 ）  

１  水   （ １ 人 １ 日 ３ リ ッ ト ル ）  ６ ２  

２  食 料 （ 日 分 ）  ５ ３  

３  懐 中 電 灯 等 の あ か り  ５ ２  

４  電 池  ４ ９  

５  携 帯 電 話 用 充 電 器  ２ ７  

６  簡 易 ト イ レ  ２ ６  

６  卓 上 コ ン ロ  ２ ６  

８  そ の 他    ６  

 ＊ （ そ の 他 ： 下 着 ・ 古 着 ・ ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー ・ 薬 ・ 紙 パ ン ツ ） 

  ・ 水 と 食 料 と も 備 蓄 し て い る 者       46 名   

・ 水 と 食 料 を 3 日 以 上 備 蓄 し て い る 者  24 名  

 

 

４  自 然 災 害 時 の 家 族 と の 連 絡 ・ 連 携  

 

（ ポ イ ン ト ）  

 ①  「 避 難 所 の 場 所 と 避 難 経 路 」 と 「 お 互 い の 連 絡 方 法 」 を 決 め て

い る の は 3 割 。  

②  「 家 族 の 安 否 確 認 方 法 」 で は 「 携 帯 ・ ス マ ー ト フ ォ ン を 使 う 」

が 7 割 、「 ケ ー タ イ 災 害 用 伝 言 板 サ ー ビ ス 」、「 １ ７ １ の 災 害 用 伝

言 ダ イ ヤ ル 」 の 順 と 続 く 。  

③  「 在 宅 避 難 」か「 避 難 所 避 難 」で は 、「 3 日 程 度 自 宅 避 難 し そ の

後 の 状 況 で 避 難 所 避 難 」が 6 割 、「 避 難 所 の プ ラ イ バ シ ー が 整 備

さ れ た ら 避 難 所 避 難 」、「 自 宅 避 難 し か な い 」 の 回 答 も あ る 。  

 

（ １ ）自 然 災 害 に つ い て 家 族 の 話 し 合 い（ 複 数 回 答 可・回 答 者 ６ ５ 名 ）  

１  避 難 所 の 場 所 と 避 難 所 ま で の 経 路  ２ ５  

２  お 互 い の 連 絡 方 法  ２ ３  

３  家 族 が 落 ち 合 う 場 所 を 決 め て い る  １ ８  

４  家 族 の 安 否 確 認 方 法  １ ６  

５  避 難 の 方 法   １ １  

６  災 害 発 生 し た と き の 役 割 分 担    ３  

７  そ の 他  １ ２  

 ＊ （ そ の 他 ： 一 人 暮 ら し ）  
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（ ２ ） 家 族 の 安 否 確 認 の 方 法         （ 複 数 回 答 可 ・ 回 答 者 ７ ３ 名 ）  

１  携 帯 ・ ス マ ー ト フ ォ ン を 使 う  ５ ８  

２  ケ ー タ イ 災 害 用 伝 言 板 サ ー ビ ス を 使 う  １ ３  

３  １ ７ １ の 災 害 用 伝 言 ダ イ ヤ ル を 使 う  １ ２  

４  遠 方 の 親 戚 ・ 知 人 を 中 継 役 に 決 め て そ こ に 連 絡 す る  １ ０  

５  公 衆 電 話 を 使 う    ５  

６  そ の 他    ３  

 

 

（ ３ ）「 在 宅 で の 避 難 」 に す る か 「 避 難 所 に 避 難 」 す る か  

 （ 複 数 回 答 可 ・ 回 答 者 ７ ５ 名 ）  

１  ３ 日 間 程 度 な ら 在 宅 で 自 活 で き る 。  

そ の 後 の 状 況 に よ っ て 避 難 所 に 行 く 。  
４ ８  

２  プ ラ イ バ シ ー 等 か ら 避 難 所 で の 生 活 は 厳 し い 。  

そ の 配 慮 が 整 備 さ れ た ら 避 難 所 に 行 く  
２ ２  

３  道 路 事 情 等 で 避 難 所 に 一 人 で 行 く こ と が 困 難 。  

介 護 者 が き て か ら 避 難 所 に 行 く  
１ ８  

４  介 護 者 が い な い と 自 力 で は 動 け な い 。  

介 護 者 が き て か ら 避 難 所 に 行 く 。  
１ ５  

５  そ の 他    ４  

（ そ の 他 ）  

・ 避 難 所 の 生 活 は で き な い の で 自 宅 に い る 。  

・ 障 害 か ら 自 力 で 避 難 所 に は 行 け な い の で 自 宅 に い る  

・ 自 宅 が 一 番 安 全 だ か ら 。  
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Ⅳ 東日本大震災の振り返り 

 

（ １ ）東 日 本 大 震 災 の 経 験 と そ の 後 の 防 災 意 識    （ 回 答 者 ７ ９ 名 ） 

１  高 ま っ た  ５ ３  

２  ど ち ら と も い え な い  １ ５  

３  変 わ ら な い  

 

防 災 対 策 を し て い な か っ た し 今

も し て い な い  
 ５  

防 災 対 策 を し て い た か ら   ３  

４  そ の 他   ３  

 

 

（ ２ ） 具 体 的 な 被 害        （ 複 数 回 答 可 ・ 回 答 者 ４ ２ 名 ）  

１  け が を し た   ０  

２  自 宅 の 食 器 棚 な ど が 倒 れ た   ７  

３  ガ ラ ス 窓 と か 家 屋 に 損 害 が あ っ た   ５  

４  そ の 他  ３ １  

 （ そ の 他 ）  

・ 玄 関 が ふ さ が れ 出 ら れ な く な っ た 。  

・ 外 に 置 い て あ る 鉢 植 え が 倒 れ た 。  

・ 書 類 棚 が 倒 れ 本 ・ 書 類 等 が 全 部 落 ち た 。  

・ 電 話 ・ ガ ラ ス 食 器 が 落 ち た 。  

・ エ レ ベ ー タ ー が 一 日 使 え な か っ た 。  

・ 胃 ろ う 用 の 注 入 用 ポ ー ル が 倒 れ て き た 。  

・ 勤 務 先 の エ レ ベ ー タ ー が 止 ま り 帰 宅 で き な か っ た 。  

・ 屋 根 瓦 が ず れ て 雨 漏 り す る よ う に な っ た 。 外 壁 に ひ び が 入 っ た  

・ 交 通 機 関 の 関 係 で 帰 宅 で き な く 勤 務 先 で 泊 ま る し か な か っ た 。  

 

 

（ ３ ） 東 日 本 大 震 災 発 生 時 に 居 た 場 所       （ 回 答 者 ７ ７ 名 ） 

１  自 宅  ３ １  

２  勤 務 先  １ ８  

３  道 路 を 歩 行 ・ 車 い す で 移 動 中    ３  

４  電 車 ・ バ ス ・ 車 等 の 交 通 機 関 を 使 っ て い た    2 

５  商 店 街 等 ビ ル の 中 な ど    1 

６  エ レ ベ ー タ ー の 中     ０  

７  そ の 他   ２ ２  
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 （ そ の 他 ）  

・ 福 祉 施 設 （ デ イ サ ー ビ ス ・ 障 害 者 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ）  

・ 公 共 施 設 （ 福 祉 会 館 ・ 教 育 会 館 ）  

・ 病 院 、 劇 場 、 友 人 宅 、 旅 先 の 旅 館  

 

 

（ ４ ）東 日 本 大 震 災 の 時 に 取 っ た 行 動   （ 複 数 回 答 可・回 答 者 ７ ７ 名 ）  

１  ビ ル の 中 な の で 安 全 と 思 い 揺 れ が お さ ま る の を 待 っ た  ２ ４  

２  ガ ス な ど の 火 を 消 し た  １ ４  

３  テ ー ブ ル の 下 に も ぐ っ た   ９  

４  「 い つ も の 揺 れ で そ の う ち お さ ま る 」 と 思 い 特 に 何 も

し な か っ た  
 ８  

５  道 路 を 歩 行 ・ 車 い す で 移 動 中 。 安 全 な 場 所 へ 移 動 し た   ４  

５  頭 を 座 布 団 な ど で 防 護 し た   ４  

７  車 を 運 転 中 だ っ た の で 路 肩 に 寄 せ た   ２  

８  電 車 ・ バ ス ・ タ ク シ ー 等 交 通 機 関 を 使 っ て い た の で  

そ の ま ま 乗 っ て い た  
 １  

９ そ の 他  18 

  （ そ の 他 ）  

・ そ の 場 で 座 っ て い た  

・ タ ン ス の 上 の 物 が 落 下 し な い よ う に 押 さ え た  

・ テ レ ビ を 押 さ え た  

・ 揺 れ が お さ ま っ た と こ ろ で 玄 関 を あ け た  

・ 台 所 、 出 口 の 戸 を 開 け た  

・ 揺 れ が お さ ま る の を 待 ち 来 院 者 を 誘 導 し 安 全 確 保 を し た  

・ 劇 場 の 人 の 誘 導 に 従 い 外 に 出 た  

・ 外 に 出 て 物 が 落 ち な い 場 所 に い た  

・ 区 の 避 難 所 に 行 っ た  

 

 

（ ５ ） 東 日 本 大 震 災 の 教 訓 に つ い て  

① 「 こ れ が あ っ た の で 大 い に 助 か っ た 」 と い う も の  

・ 家 具 が 家 に 作 り 付 け だ っ た の で 倒 れ る こ と な く 助 か っ た  

・ ラ ジ オ と テ レ ビ が あ り 情 報 不 足 で は あ っ た が 役 に 立 っ た  

・ 段 ボ ー ル が あ り 床 に 敷 い て 体 を 休 め る こ と が で き た  

・ 窓 際 に 物 を 置 い て い な い の で 脱 出 は 可 能 と 思 っ た  
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・ タ ン ス や 食 器 戸 棚 を 固 定 し て い た の が よ か っ た  

・ 寒 い 時 期 だ っ た の で 携 帯 用 カ イ ロ が 役 に 立 っ た  

・ 公 衆 電 話 が 通 じ 家 族 に 連 絡 で き た  

・ あ る 程 度 の 食 料 が あ り 助 か っ た  

・ パ ソ コ ン が あ っ た の で 状 況 が わ か っ た  

  

② 「 あ れ が あ れ ば 良 か っ た の に 」 と い う も の  

・コ ン ビ ニ の パ ン な ど 食 料 が 売 り 切 れ た か ら 缶 詰 な ど を 備 蓄 し  

て お け ば よ か っ た  

・ ネ ッ ト ス ー パ ー に も 近 く の ス ー パ ー に も 行 け な か っ た の で 買  

い 物 を 支 援 す る 体 制  

・ か ば ん に チ ョ コ レ ー ト や ア メ が あ れ ば よ か っ た  

・ 駅 の 放 送 な ど の 情 報 の 文 字 表 示 が 必 要  

・ 携 帯 電 話 が 災 害 時 で も 使 え る こ と  

・ ス マ ー ト フ ォ ン の 情 報  

・ ラ ジ オ ・ テ レ ビ  

・ 携 帯 用 充 電 器  

・ 避 難 は し ご  

・ 震 災 の 知 識  

 

③  計 画 停 電 が 約 ２ 週 間 実 施 さ れ た た め に 実 生 活 で 「 大 い に 困 っ た

こ と 」  

・ 乾 電 池 ・ ロ ー ソ ク な ど の 照 明 す る 物 が な く て 困 っ た  

・ 計 画 停 電 の 放 送 が 聞 き 取 れ な か っ た  

・ 計 画 停 電 の 実 施 表 が 配 ら れ な か っ た  

・ エ レ ベ ー タ ー が 使 え な く て 困 っ た  

・ 計 画 停 電 で は 冷 蔵 庫 が 心 配 だ っ た  

・ 医 院 が 休 診 に な っ た  
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Ⅴ 自由意見 

 

＊ 避 難 所 に い け な い で 家 で 孤 立 し て い る 人 に も 目 を 向 け て ほ し い 。

「 旗 」 を 家 の 前 に 出 し て SOS を 発 信 し 旗 の 色 で （ 例 え ば 水 が 必

要 な 時 は 白 い 旗 な ど ）必 要 な 物 資 や 支 援 を 伝 え る よ う に す る の は

ど う か  

＊ 災 害 が 発 生 し た ら 誰 も 助 け て く れ な い と 思 う し 道 路 の 状 況 で は

車 い す で 避 難 所 に 自 力 で 行 け な い  

＊ 自 治 体 で 薬 や 食 品 等 の 防 災 セ ッ ト を 配 布 あ る い は 安 く 購 入 で き  

る よ う し て ほ し い  

＊ 取 材 ヘ リ コ プ タ ー が 多 数 飛 び 騒 音 等 が ひ ど い の で 不 要 な 取 材 ヘ  

リ コ プ タ ー は 自 粛 し て ほ し い  

＊ 足 が 悪 い し 齢 で も あ り 骨 折 し た ら 終 わ り な の で 住 み 慣 れ た 家 に

い る の が 一 番 良 い  

＊ 東 京 都 障 害 者 福 祉 会 館 に「 海 抜 の 表 示 」と 津 波 の 時 の「 避 難 場 所 」

を 明 示 し て ほ し い  

＊ 障 害 者 に は 自 宅 が 一 番 安 全 だ が 外 出 先 で 災 害 に あ っ た ら そ の と

き は そ の と き  

＊ 東 日 本 大 震 災 後 に 東 京 都 が 発 行 し た「 東 京 防 災 」が 役 立 っ て い る  

＊ 行 政 に 災 害 時 の 障 害 者 対 応 を 聞 い た が 「 自 助 努 力 」 と い わ れ た  

＊ 地 域 の 人 が ど こ に 障 害 者 が 住 ん で い る か 分 か っ て い て ほ し い  

＊ 停 電 で エ レ ベ ー タ ー が 止 ま り 車 椅 子 を 自 宅 に 運 ぶ の が 大 変 だ  

＊ 交 通 機 関 や 電 車 内 の 放 送 な ど に 文 字 表 示 で の 案 内 が 必 要  

＊ ト イ レ が 心 配 で 全 て の コ ン ビ ニ に 多 目 的 ト イ レ の 設 置 を  

＊ 災 害 弱 者 の 障 害 者 ト イ レ な ど に つ い て 何 の 対 策 も な い  

＊ 医 療 的 ケ ア が 必 要 な の で 電 気 が な い と 命 に か か わ る  

＊ 自 宅 は オ ー ル 電 化 な の で 停 電 が 続 く と 何 も で き な い  

＊ シ ル バ ー カ ー が な い と 動 け な い の で 自 宅 待 機 す る  

＊ 障 害 者 ト イ レ の 充 実 と 快 適 に 過 ご せ る 布 団 の 用 意  

＊ 思 っ た よ り 障 害 者 は ほ っ た ら か し に さ れ て い る  

＊ 災 害 に 対 応 す る た め 障 害 者 を 対 象 と し た 研 修  

＊ 胃 ろ う の 人 に ア ル フ ァ ー 米 は 注 入 で き な い  

＊ こ の 調 査 を や り も っ と 考 え て 実 行 し て い く  

＊ 災 害 時 に 対 応 で き る ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成  

＊ 障 害 者 の 福 祉 避 難 所 を 増 や し て ほ し い  

＊ 地 域 全 体 で の 防 災 の 取 り 組 み が 必 要  

＊ 何 よ り も 食 べ る も の が 必 要  


